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同居住宅に関する研究
第２報　親・子両世帯の意識に影響を与える要因
桜の聖母短大　○佐藤美枝子　　日本女子大家政　沖田富美子

目的　第１報では一地方都市において、親・子世帯で同居生活をしている家族の生活の実

状とその評価について分析を試みた。その結果親・子世帯ともに現状の生活に満足し、ま

た現状の生活を維持することを希望しているものが多かった。しかし現状をかえることを

希望しているものが、子世帯にみられることから大都市で一般化しつつある、いわゆる二
世帯住宅志向への動きがあることを見いだした。本報では地方都市における二つの世帯が

一緒に居住する場合、各世帯の意識に影響を与える要因を見いだすことを目的としている。

方法　第１報（1993年度大会時発表）と同じで、福島市及び福島市郊外に親・子世帯が居
住している住宅の各世帯の主婦を対象としている。有効回収数は親・子各世帯208件である。

結果　生活行為の場（食事室、台所、団らん室､‘接待室、浴室、洗面所、便所、玄関）に

ついての現状の形態、満足度、今後の希望、必要性等に対する意識及び評価は、親子世帯
で異なるが、①満足度、希望、必要性に対する両世帯の意識は、いずれも同居に対する考

え方、現在の同居に対する満足度によって影響を受ける。その他②生活行為の場の満足度

は、親世帯は親夫婦の年齢、健康状態、性格に、子世帯は子世帯主婦の職業、性格などに
より影響を受ける。③今後の希望については、親世帯では特に主婦年齢、子世帯では主婦

の性格、家計の形態なども影響する。④今後の必要性については、前述の要因の他に家計

の形態、主婦の性格が両世帯ともにも影響する要因となっている。⑤生活行為の場別に見
ると（結果の一部）接客室、洗面所、玄関に対する現状の満足度は親世帯夫婦の年齢、子

世帯の食事室や浴室、玄関等の今後の必要性についての意識は同居する相手により異なる。

2Ua－2 二世帯住居の空間構成に関する報告

　　一同一機能の空間数の調査一
　　　　　　　　　駒深大苫小牧短大

【目的】設計者は居住予定者の希望と設計上の諸条件

（非）○小林法道

（敷地面積、床面積、工事費）をもと
に二世帯住居における同一機能の空間数を決定する。ゆえに、人々の「二世帯住居におけ
る同一機能の空間の設置数」に関する希望状況は二世帯住居の設計のための資料になる。

本論は第一報として女子学生が希望する｡「二世帯住居における同一機能の空間の設置数」
を報告する。
【研究方法】本論は駒滓大学苫小牧短期大学の48名の女子学生を対象とした二世帯住居に関

するアンケート調査を報告する。彼女たちは将来結婚して夫の両親と二世帯住居に同居す
る場合を想定してアンケートに答えた。本論は団槃と食生活と家事作業の３つの生活行為
を実施する空間を中心に取り扱う。このアンケート調査は同一機能の空間の設置数と二世

帯住居への居住希望には選択回答方式を採用し。回答理由には自由記入方式を採用した。
【結果】彼女たち（48名）の大部分の者は居間または食堂または台所または家事室または玄

関を２室づつ設置したいと考えている。全体（48名）の50%の者は完全分割型二世帯住居
を希望している。2名の者だけは玄関と各空間が:L室づつ設置される住居に二世帯で居住
することを希望している。各合同型生活を希望する者の約半数以上の者は各生活行為に該

当する空間（居間、食堂、台所、家事室）を２室づつ設置したいと考えている。各生活に
ついて合同型でも独立型でもよい者の大部分の者も各生活行為に該当する空間を２室づつ

設置したいと考えている。また、居間を２室設置したい者の大部分の者は食堂を２室設置

したいと考え、食堂を２室設置したい者は全員台所を２室設置したいと考えている。
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